
ｄ．２層目施工後に放置
（表面部にアイスレンズが発生）

ｃ．２層目の施工

ｂ．1層目施工後に放置
（表面部にアイスレンズが発生）

河川堤防・道路盛土では適した材料の
性質、現場条件が異なる。

河川堤防
• 細粒土が適している。⇔ 凍上性材料である。
• 水(地下水面)の影響を受けやすい。
道路盛土
• どのような材料でも使用可能である。

国立研究開発法人 土木研究所 寒地土木研究所 寒地基礎技術研究グループ 寒地地盤チーム

〒062-8602 北海道札幌市豊平区平岸1条3丁目1番34号 Tel. 011-841-1709 Fax. 011-841-7333

積雪寒冷地における冬期土工の手引き

冬期土工の手引きは、“河川編”
と“道路編”に分かれています。

北海道などの積雪寒冷地における土工。特に盛土の冬期施工は、外気温の低下により盛土の凍上、凍
土・雪の混入、日照時間の減少など厳しい施工環境でおこなわれるため、品質の確保に影響をおよぼす場
合があります。しかし、施工時期や施工期間の制約、災害復旧等に対応するためには、冬期における土工
は避けることができません。

『積雪寒冷地における冬期土工の手引き』は、 これまでの多くの経験と、試験施工等により得られた
最新の知見を基に、特に現場技術者が、冬期に盛土を行う際に必要な考え方を取りまとめました。

①温度：地表面温度の低下により盛土内
部の温度が低下し、アイスレンズ
が発生する。

②土質：細粒分を含んでいる土質はアイ
スレンズを形成しやすい。

③ 水 ：地下水面が高く、凍結していな
い部分から凍結面へ、水分が補給
される。
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施工中における
盛土変状のメカニズム

対策例

【地盤からの水分遮断対策】
※道路編のみの対策

ジェットファーネス
遮水層：粗粒材 t=50cm以上

道路編
のみ記載

冬期に施工した盛土の変状被害事例

河川堤防

築堤盛土のすべり崩壊 護岸ブロックの変状 盛土法尻部の表層崩壊 路面の沈下

道路盛土

ガードレールの変状

ｅ．融解期（初期～中期）

ａ．1層目を施工

ｆ．融解期（中期～後期）

【ジェットファーネスによる保温方法】【断熱材による凍結対策】【シートによる雪の混入防止対策】

https://www.ceri.go.jp

盛 土

手引きの内容

凍上を支配する3要素

冬期盛土材料の検討


